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論文審査の結果の要旨

本論文は，エンジンの信頼性に大きな影響を及ぼすライナーキャビテーションの発生原因

となる冷却水室内圧力変動を，冷却水室の音響特性とエンジンの構造振動特性並びにガス爆

発力やピストンスラップ力等の多数のエンジン起振力を考慮、して予測できる手法を提案し，

箱形モデ、ルを用いた加振試験で計測した加速度応答及び水圧変動波形とそれらに対応する計

算結果を比較してその有効性を示した．更に，実機エンジンに適用して冷却水室とエンジン

構造の相互作用が大きい特定のモード同士の固有振動数が近接すると冷却水内圧力変動が増

大することを明らかにしたものであり，振動工学上寄与するところが大きい．よって，本論

文は博士（工学）に値するものと認める．


